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11
月
９
日
か
ら
11
日
、
山
口
県
山

口
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
49
回
「
護
憲
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

宮
城
県
護
憲
セ
ン
タ
ー
よ
り
か
ら

13
名
が
山
口
県
へ
向
か
い
ま
し
た
。

今
回
は
「
生
命
の
尊
厳
」
を
も
と

に
、
原
発
も
基
地
も
な
い
平
和
な
社

会
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
３
，
11
震
災
・

原
発
事
故
か
ら
脱
原
発
を
柱
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
を
求
め
る
運

動
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
領
土
問
題

に
端
を
発
し
た
国
交
問
題
、
憲
法

「
改
悪
」
阻
止
の
理
念
を
目
指
し
た

テ
ー
マ
が
メ
イ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。

折
し
も
、
山
口
県
で
は
オ
ス
プ
レ

イ
が
米
軍
よ
り
搬
入
さ
れ
た
岩
国
が

あ
り
、
今
後
「
低
空
飛
行
訓
練
」
を

強
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
沖
縄
な

ら
ず
山
口
県
で
も
各
自
治
体
か
ら
反

対
の
表
明
が
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

に
運
動
の
盛
り
上
が
り
が
加
速
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。

初
日
は
、
各
界
の
代
表
者
か
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
「
社
民
党
・
福
島
党

首
」
か
ら

①
被
災
者
の
支
援
。
原
発
は
止
め
る

べ
き
で
あ
り
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
。

脱
原
発
を
。

②
社
会
民
主
主
義
に
つ
い
て
、
国
民

が
主
役
に
な
れ
る
社
会
の
実
現
。

③
第
三
局
の
結
集
さ
れ
た
憲
法
を
生

か
す
「
政
局
」
を
目
指
そ
う
。

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
各
分
科
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
、
「
地
球
環
境･

脱

原
発
に
向
け
て
」
に
参
加
し
、
伴
英

幸
氏
（
原
子
力
資
料
情
報
室
共
同
代

表
）
、
松
原
弘
直
氏
（
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
研
究
所
主
席
研
究
員
）
か

ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

伴
氏
の
説
明
で
は
、
政
策
と
し
て

「
原
発
ゼ
ロ
」
の
確
立
と
、
再
稼
動

を
認
め
ず
止
め
続
け
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
松

原
氏
か
ら
は
、
今
後
の
原
発
依
存
度

の
低
迷
並
び
に
二
〇
三
〇
年
度
に
向

け
、
身
の
回
り
か
ら
、
地
域
か
ら
考

え
る
べ
き
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
午
後
か
ら
は
、
（
上
関
）

原
発
の
30
年
の
闘
い
の
報
告
を
受
け
、

国
労
で
の
不
採
用
問
題
の
24
年
に
わ

た
る
闘
い
と
の
比
較
が
脳
裏
に
浮
か

び
ま
し
た
。

三
日
目
、
集
約
で
は
藤
本
事
務
局

長
は
、
東
ア
ジ
ア
問
題
で
は
、
三
カ

国
に
よ
る
話
し
合
い
の
進
化
を
!!

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
「
全
国
の
沖
縄

化
」
が
進
度
化
す
る
が
、
「
平
和
勢

力
の
沖
縄
化
」
を
訴
え
、
今
月
ま
で

の
半
世
紀
に
わ
た
る
運
動
に
ど
う
関

わ
っ
て
き
た
の
か
が
問
わ
れ
る
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

今
後
、
更
に
米
国
の
政
策
が
強
ま

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
平
行
し
て
原
発

事
故
処
理
問
題
並
び
に
脱
原
発
運
動

を
急
速
に
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
全
組
合
員
共
に
、
運

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｔ

山
口
県
山
口
市
の
維
新
百
年
記
念
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
、
「
『
生
命
の
尊
厳
』
を
も
と
に
、
原
発
も
基
地
も
な
い
平
和

な
社
会
へ
憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す
第
49
回
大
会
護
憲
大
会
（
正
式
名
称
）
」

が
全
国
よ
り
二
五
〇
〇
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
参
加
し
た
方
か
ら
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
紙
上

に
て
報
告
し
ま
す
。


